平成25年第３回奥多摩町議会定例会決算特別委員会会議録
１　平成25年９月18日午前10時00分、第３回奥多摩町議会定例会決算特別委員会が奥多摩町議会議場に招集された。

２　出席議員は次のとおりである。

　　　　第１番　石田　芳英君　　第２番　宮野　　亨君　　第３番　高橋　邦男君

　　　　第４番　原島　幸次君　　第５番　杉村　良一君　　第６番　村木　征一君

　　　　第７番　師岡　伸公君　　第８番　酒井　正利君　　第９番　須崎　　眞君

　　　　第10番　竹内　和男君　　第11番　清水　典子君　　第12番　前田　悦男君

３　欠席議員は次のとおりである。

　　　　な　し

４　会議事件は次のとおりである。

　　　　別紙本日の『議事日程表』のとおり

５　職務のため出席した者は次のとおりである。

　　　　議会事務局長　原島　　肇君　　議会係長　浅見　隆久君

６　地方自治法第121条の規定による出席説明員は、次のとおりである。

　　　　町長　河村　文夫君　　副町長　加藤　一美君

　　　　教育長　栃元　　誠君　　企画財政課長　若菜　伸一君

　　　　企画財政課主幹　天野　成浩君　　総務課長　井上　永一君

　　　　住民課長　宮田　昭治君　　福祉保健課福祉係長　新島　和貴君

　　　　観光産業課長　原島　滋隆君　　地域整備課長　川村　文雄君

　　　　教育課長　守屋　吉彦君　　会計管理者　清水　　明君

　　　　病院事務長　河村　光春君

　　　　

平成25年第３回奥多摩町議会定例会

決算特別委員会議事日程[第２日]

平成２５年 ９月１８日
午前10時00分開会・開議

	日程
	議案番号
	議　　　案　　　名
	結　果

	１
	――
	委員長開議宣告
	――

	２
	認定第１号
	平成24年度奥多摩町一般会計歳入歳出決算の認定について
	原案を認定
すべきもの

	３
	認定第２号
	平成24年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について
	原案を認定
すべきもの

	４
	認定第３号
	平成24年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について
	原案を認定
すべきもの

	５
	認定第４号
	平成24年度奥多摩町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
	原案を認定
すべきもの

	６
	認定第５号
	平成24年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
	原案を認定
すべきもの

	７
	認定第６号
	平成24年度奥多摩町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
	原案を認定
すべきもの

	８
	認定第７号
	平成24年度奥多摩町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
	原案を認定
すべきもの

	９
	認定第８号
	平成24年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計決算の認定について
	原案を認定
すべきもの


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午前10時45分閉会）

　
午前10時00分　開議

○委員長（師岡　伸公君）　皆さん、おはようございます。

これより、決算特別委員会を再開します。直ちに会議を開きます。

　本日は、昨日の９月17日に引き続き、認定第１号　平成24年度奥多摩町一般会計歳入歳出決算の認定についての質疑を行います。

　それでは、歳出の款の９消防費、款の10教育費、款の11災害復旧費、款の12交際費、款の13諸支出金、款の14予備費について、質疑を行います。款の９消防費から款の14予備費までについて、質疑を行います。

　質疑のある委員は、挙手願います。３番高橋邦男委員。

○３番（高橋　邦男君）　消防費のところなんですけれども、ページでいうと102ページになります。消防費の一番下のところですかね、非常備消防総務費のところの一番下のところですけれども、ちょっと勉強不足で申しわけないんですが、防火防災協会について、ちょっといろいろ説明をしてほしいなと思います。

　それと、その下に防火女性の会の補助金なんかも書いてあるんですが、自分は自治会長をやっているときに防火女性の会の人の選出というんですかね、お願いして引き受けてもらった記憶があるんですけれども、結構地元の防災訓練だとか、いろいろなことで結構お世話になっているんです。結構、研修なんかもやって、出る機会も多いという話を聞いたんですけれども、補助金が、この防火防災協会補助金と防火女性の会補助金を見ると、防火女性の会の補助金がちょっと少ないのかなという印象を受けたんでね、その２点の説明をお願いしたいと思います。

○委員長（師岡　伸公君）　総務課長。

○総務課長（井上　永一君）　それでは、３番高橋邦男委員のご質問にお答えいたします。

　まず、防火防災協会と防火女性の会の関係でございますけれども、防火防災協会につきましては、昭和49年７月に発足しておりまして、奥多摩消防署の関係団体として防火防災事業を側面から支援しているということでございます。町民の安全安心のため、防火防災思想の高揚に努めるということで、主に消防奥多摩の発行等を通じて、災害防止の啓蒙活動を行っているということで、今、会員が99名という会員で活動しているということでございます。

　防火女性の会につきましては、委員からお話がございましたように各自治会から２名程度お願いしているということで、そのような方の勧誘を通じて、各家庭及び地域における防火防災意識の高揚と、防災行動力の向上を図るということ。また地域との連携を保つということで、自治会等ともタイアップしながら防災に取り組んでいるということでございます。

　また補助金の関係でございますけれども、事業内容等を鑑みまして、またそれぞれの団体から補助金の申請が来ておりまして、その中で補助金をお出ししているということでございます。

○委員長（師岡　伸公君）　ほかに質疑はありませんか。１番石田芳英委員。

○１番（石田　芳英君）　ページで申しますと、124ページの教育費の中の社会教育費の美術館事業費の中のアートクラフトフェスティバル事業委託の120万円でございますけれども、今、現在おくてん2013ということで９月１日から９月30日まで１カ月間、奥多摩各所で行われておりますけれども、このフェスティバルの、24年度は120万円で、25年度の予算を見ますと140万円ということで20万円アップしております。事業報告書を見ますと、この年度の24年度の来場者数が4,500名ということでございまして、前年度が3,373名ということで、年々来場者数も増えていまして認知度もアップしているのかなというふうに思っております。
　かなり奥多摩町の文化とか観光面、地域の活性化に役立っている事業でないのかなと個人的には思っておるんですけれども、関係者の方とちょっとお話しましたら、いろいろ運営面とか、あるいはホームページとかパンフレットの作製も自前でやっていまして、手弁当の分もかなりまだあるというようなことでございます。かなり財政的にまだ、補助金のほうもアップされているみたいですけれども、厳しいというようなお話をお伺いしておりましたので、できるようでしたら次年度以降、またご配慮のほう、ご検討お願いできればなというふうに思います。

　質問なんですけれども、今、第５回目で去年まで４回を実施しておりますけれども、大まかな町からの評価といいますか、感想でも結構なんですけれども、おくてんに対する評価と今後の展望とかがありましたら、ちょっとお伺いしたいと思います。よろしくお願いします。

○委員長（師岡　伸公君）　教育課長。

○教育課長（守屋　吉彦君）　それでは、１番石田委員のご質問にお答えします。

　奥多摩アートクラフトフェスティバルが毎年８月から９月にかけて、町内の各所で開催されておりますが、町で活動しております芸術家、アーティストの方たちが、地域の芸術環境を育むため、みずからのアトリエですとか工房、ギャラリーを開放いたしまして、体験教室等を行い、多くの町民の皆様に芸術に触れていただき、またあわせて園児、児童、生徒のためのワークショップ、体験教室ですが、こちらも開催をしております。この中で子どもたちも紙細工、絵画、木工、陶芸、染色等の活動を行っています。この事業の実施をするための委託料ということで、昨年度が120万、今年度は140万ということで計上をさせていただいております。その経費の中の一部も、この町内の生徒に体験学習をさせるということで、プロの芸術家の指導を受け、芸術に触れさせ、子どもたちの情操教育に寄与することを目的として実施をしております。

　なお、平成25年度の第５回アートクラフトフェスティバルからは、町長を委員長に、社会教育委員の会議の議長、それから観光協会長、商業協同組合の組合長、それから奥多摩アートクラフトフェスティバルのメンバーの会員、観光産業課長等の町職員からなる、おくてんの実行委員会というものを新たに設立をしました。これによりまして関係団体、関係職員の横断的な協力のもと、今年度も31の会場、43のアートで今月末まで開催しているということでございます。

　この事業につきましては、今後も引き続き実行委員会方式で、子どもたちも含めた中で活動をしていきたいというふうに考えております。

○委員長（師岡　伸公君）　ほかに質疑ありませんか。８番酒井正利委員。

○８番（酒井　正利君）　104ページの防災費ですけれども、この内容とは違うんですけれども、自治体によって防災士という資格を取って災害に備えている自治体もあるんですけれども、この辺はどう考えますか。お伺いします。

○委員長（師岡　伸公君）　総務課長。

○総務課長（井上　永一君）　８番酒井正利委員のご質問にお答えいたします。

　防災関係ということで、町でも各自治会に自主防災組織を組織してくれということで、今呼びかけをしておりまして、もう既に12の自治会で組織をしていただき、また今年度中に、今未設置の自治会にもそれらの組織をお願いしているところでございます。この自主防災組織を組織している自治会の中で、かなり活発に行動をしている自治会も見受けられまして、防災訓練のときに、私も今年行った自治会では、もう既に設置してあって、自治会総出で防災訓練に出席していただいて、非常に活発にしているというところで、そういう自治会の中では、そういう資格を取って活動しているところもあると思います。いずれにいたしましても、町長のほうもよく申しておりますけれども、自助・共助・公助というようなことで、最初に自分の命は自分で守って、その後、自主防災組織等を組織している中で、地域の中で守ってということもございますので、この防災組織の意義をもう一度再確認していただいて、各自治会で活発な活動ができるように取り組んでまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。

○委員長（師岡　伸公君）　ほかに質疑ありませんか。６番村木征一委員。

○６番（村木　征一君）　１点、教えていただきたいと思います。104ページでございます。消防施設維持管理費のうちの負担金・補助及び交付金で、消火栓維持管理負担金というのが500万あるわけですけれども、この内容について教えていただきたいと思います。

○委員長（師岡　伸公君）　総務課長。
○総務課長（井上　永一君）　６番村木委員のご質問にお答えいたします。

　消火栓維持管理負担金でございますけれども、これにつきましては水道事業が都営一元化になりまして、東京都水道局へ移管されたということから、消火栓の設置、あるいは修繕等については水道局にお願いをして、対応していただいているということがございまして、その修繕、設置等に対します負担金ということで500万円を計上しているところでございます。
○委員長（師岡　伸公君）　ほかに質疑はありませんか。３番高橋邦男委員。

○３番（高橋　邦男君）　ページでいいますと、120ページになります。教育費の青少年対策事業費の委託料です。13委託料、放課後子供教室委託料。この中身について、１つ。

　それからもう１つは、これは放課後等を利用して地元の方の力をかりて、チャレンジ奥多摩でしたっけ、という事業の一環だと思うんですけれども、これは子どもの放課後の安全な居場所等の確保のための事業だと思うんですが、これこそまさに地域の、地域に根差した、地域の人材を生かした教育の一環かなと思っているんですけれども、今後の放課後子供教室の方向性です。現状と今後の方向性について、教えていただければありがたいのですけれども。

○委員長（師岡　伸公君）　教育課長。

○教育課長（守屋　吉彦君）　それでは３番高橋委員さんのご質問にお答えいたします。

　放課後子供教室委託料につきましては、子どもたちの健やかな育成のために、地域の方の協力によって行う地域子供教室実行委員会による地域子供教室、チャレンジ奥多摩として町の文化団体連盟を中心に指導、協力をいただいて、竹細工教室、押し花教室、木工教室、将棋教室、百人一首等、小学校ですとか福祉会館、文化会館等で小中学校、高校生、内容によっては保護者の方にも参加をいただいて実施をしております。

　平成22年度からは、放課後子供教室として東京都からの補助、約２分の１の補助になりますが、こちらを受けまして、チャレンジ奥多摩として実施をしております。平成24年度におきましても、同じような竹細工教室、押し花教室、木工教室、将棋教室等、25回、延べ528名の参加者により実施をしました。

　また、このチャレンジ奥多摩とは別に、地域の人材を活用した出前事業ということで、こちらは今、古里小学校が実施をしているんですが、古里小学校で手紙教室、茶道教室、そば打ち教室、陶芸教室等も実施をしております。

　今後の展望ということになりますが、現在は文化団体連盟が中心ということで実施をしておりますが、特にチャレンジ奥多摩事業につきましては、参加する子どもたちのメンバーが固定化をされてきているというような部分もありますので、今後、文化団体連盟も含めまして、その他の、外部の講師の方にも依頼して内容の充実を図っていきたいと考えております。

○委員長（師岡　伸公君）　ほかに質疑はありませんか。12番前田悦男委員。

○12番（前田　悦男君）　119ページなんですが、委託料、教育文化振興事業費の、このウィーン市の主催の音楽交流事業についてなんですが、事務報告書にも派遣者の人数等が書いてあるんですが、これの内容的なもの、成果というんですが、どんなような内容か詳しく教えていただけたらと思うんです。以上です。

○委員長（師岡　伸公君）　教育課長。
○教育課長（守屋　吉彦君）　それでは12番前田委員のご質問にお答えいたします。

　国際交流音楽祭委託料につきましては、ウィーン市へ派遣するものと国内で実施をしております事業ということで、平成24年度については実施をいたしました。国内で行っているものにつきましては、平成23年度も実施をしておりますが、山のふるさと村で実施する音楽祭の事前公演として、羽村市と共同事業として羽村市のゆとろぎを会場に、ウィーンフィル所属音楽家を招聘いたしまして、交流コンサートを実施いたしました。町の中学生と羽村市の中学生で編成をしております、山ふる音楽祭記念合唱団が歓迎合唱を行うとともに、ウィーンの著名な音楽家たちとの交流を通じて国内外の交流を深め、子どもたちにとっては大変貴重な体験の場となりました。

　また、この国内で行った国際交流事業と、この24年度は委員のご質問にありましたウィーン市から地元の音楽祭へ参加をしないかという招待を受けたことから、町内の中学生、高校生を募集いたしまして山ふる音楽隊として編成し、山のふるさと村でのコンサートに出演をするとともに、ウィーン市との交流を目的としてウィーン市での合唱祭に出演するため、中学生15名、高校生４名、大学生１名を昨年の12月22日から29日までの８日間、オーストリアのウィーン市に派遣をいたしました。ウィーンの現地では、現地音楽協会との交流演奏会、またオペラ座でのバレエ鑑賞などを体験し、子どもたちが本場の音楽を通した国際交流を図るとともに、現地文化に触れることで国際的視野を持って活動するための基礎をつくることができたというふうに考えております。

　今年度につきましても、国際交流音楽祭事業は羽村市、それから檜原村を含めまして３市町村の共同事業ということで、今年も10月14日に奥多摩町福祉会館でお昼ごろ、それから、それが終わりまして夕方からゆとろぎで合同のコンサートを行う予定でおります。今年度より檜原村も加わりまして、３市町村で共同事業として始めましたので、来年度以降も、この国内で行う国際交流事業につきまして続けて実施をしていきたいと考えております。

○委員長（師岡　伸公君）　ほかに質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（師岡　伸公君）　質疑なしと認めます。以上で款の９消防費以下、款の14予備費までの質疑を終結します。

　以上で、認定第１号の歳出の質疑を終結します。

　以上で、認定第１号の歳入歳出項目別の全ての質疑を終結します。

　これより認定第１号の総括質疑を行います。総括質疑はありませんか。よろしいですか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（師岡　伸公君）　質疑なしと認めます。以上で認定第１号の総括質疑を終結します。

　これより、採決します。

　日程第２　認定第１号について、原案のとおり認定することに賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（師岡　伸公君）　起立多数であります。よって、認定第１号は原案のとおり認定すべきものと決定しました。

　次に、日程第３　認定第２号　平成24年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定についての質疑を、歳入歳出一括で行います。

　質疑のある委員は挙手願います。質疑ありませんか。よろしいですか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
○委員長（師岡　伸公君）　質疑なしと認めます。以上で、認定第２号の質疑を終結します。

　これより採決します。

　日程第３　認定第２号について、原案のとおり認定することに賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（師岡　伸公君）　起立多数であります。よって、認定第２号は原案のとおり認定すべきものと決定いたしました。

　次に、日程第４　認定第３号　平成24年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定についての質疑を、歳入歳出一括で行います。

　質疑のある委員は挙手をお願いいたします。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（師岡　伸公君）　質疑なしと認めます。以上で、認定第３号の質疑を終結します。

　これより採決します。

　日程第４　認定第３号について、原案のとおり認定することに賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（師岡　伸公君）　起立多数であります。よって、認定第３号は原案のとおり認定すべきものと決定いたしました。

　次に、日程第５　認定第４号　平成24年度奥多摩町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定についての質疑を、歳入歳出一括で行います。

　質疑のある委員は挙手願います。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（師岡　伸公君）　質疑なしと認めます。以上で、認定第４号の質疑を終結します。

　これより採決します。

　日程第５　認定第４号について、原案のとおり認定することに賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（師岡　伸公君）　起立多数であります。よって、認定第４号は原案のとおり認定すべきものと決定しました。

　次に、日程第６　認定第５号　平成24年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定についての質疑を、歳入歳出一括で行います。

質疑のある委員は挙手願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（師岡　伸公君）　質疑なしと認めます。以上で、認定第５号の質疑を終結します。

　これより採決します。

　日程第６　認定第５号について、原案のとおり認定することに賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（師岡　伸公君）　起立多数であります。よって、認定第５号は原案のとおり認定すべきものと決定いたしました。

　次に、日程第７　認定第６号　平成24年度奥多摩町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定についての質疑を、歳入歳出一括で行います。

質疑のある委員は挙手願います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（師岡　伸公君）　質疑なしと認めます。以上で、認定第６号の質疑を終結します。

　これより採決します。

　日程第７　認定第６号について、原案のとおり認定することに賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（師岡　伸公君）　起立多数であります。よって、認定第６号は原案のとおり認定すべきものと決定しました。

　次に、日程第８　認定第７号　平成24年度奥多摩町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定についての質疑を、歳入歳出一括で行います。

質疑のある委員は挙手願います。質疑ありませんか。１番石田芳英委員。

○１番（石田　芳英君）　ページでいいますと１ページ目の町債のところですけれども、今回３億9,800万円ほど起債されたということで、25年３月末の残高が合計で36億1,600万円になるということです。ほかにも一般会計では27億1,400万円で、奥多摩病院の事業会計では１億3,700万円ということで、トータルの町債が64億6,800万円となりますけれども、このうち、昨日杉村議員よりご質問があって、若菜課長よりご回答がありましたけれども、臨時財政対策債については、その償還相当額が地方交付税の基準財政需要額に算入されるということで返済負担はないということですので、仮にこの臨時財政対策債を合計から控除しますと、残り45億1,000万ほどが実質的な町債残高になろうかと思うんですけれども、これの返済面といいますか、昨日は収入面の地方交付税についての前田議員からの質問の、見通しのご答弁がありますけれども、この返済面にかかわる財政に対する見通しというのは、ちょっと難しい質問なんですけれども、簡単で結構ですので、わかる範囲内でお答えいただければと思います。よろしくお願いいたします。

○委員長（師岡　伸公君）　石田委員、下水道事業中心の答弁でよろしいですか。

○１番（石田　芳英君）　はい。

○委員長（師岡　伸公君）　企画財政課長。

○企画財政課長（若菜　伸一君）　それでは、ただいま１番石田芳英委員からのご質問ということで、下水道事業債と全体的な起債のお話も含めて、お話をさせていただきたいと思います。

　まず下水道事業債でございますけれども、現在の事業計画では、償還のピークが平成31年に頂点を迎えるという予定でございます。このときの発行の残高でございますけれども、33億9,600万円ほどになります。この時点で元利償還も当然ピークを迎えるということで、３億6,300万円ほどが、この時点で償還の額となるところでございます。昨日お話ししたように、一般会計における起債の総額は平成18年にピークを迎えておりまして、毎年順調に減少をしているところでございます。この下水道事業債の償還に伴って、一般会計から繰出金も毎年償還額に見合う額を歳出をしておるところでございますけれども、起債が償還をいたします平成57年までに全体で49億4,500万円ほど見込んでございます。

　今、一般会計に占める普通債との関係でございますけれども、学校の建設、あるいは役場の庁舎、病院、文化会館、あるいは福祉会館等の大型建設事業を過去に行ってきたに伴う償還のピークを過ぎてきているという中で、下水道事業債の償還のピークが31年ということでございまして、そのときの下水道事業債を含めた全体の償還の額でございますけれども、現在のシミュレーションでは５億9,000万円となっております。先ほどお話しました平成18年に一般会計がピークのときの起債の償還額、元利償還額の合計でございますけれども、６億1,300万ということでございます。
　そんなようなことで、現在25年においても元利の償還額の合計は５億600万ということでございますので、この平成31年の下水の償還のピークを迎えたときの、この償還の額の５億9,200万円というのは、現在のシミュレーションの中では東京都、あるいは国の財政状況が現在と変わらないという前提のもとに考えますと、償還は現在も行っている中で十分に返済していけるということで、安心できるというふうに考えております。

　ですから、あくまでもこれは現在の国あるいは東京都の財政支援があるという前提ではございますけれども、今後も、繰り返しておりますけれども、東京都に対しても総合交付金のさらなる充実を求めて、事務方としても頑張っていきたいというふうに考えておりますので、ご理解をいただきたいと思っています。

　下水道事業債につきましては、ルール上、起債の２分の１を下水道事業債、２分の１を過疎債で借りております。下水道事業債については、交付税の算入率が50％。過疎債につきましては、交付税の算入率が70％ということで、相加平均をとりますと60％が交付税で算入をされるということでございます。

　また、現在これからの将来の財政負担を少しでも少なくしていきたいということで、基金の積み増しも毎年順調に伸ばしてきているところでございます。減債調整基金、減債基金でございますけれども、これは公共下水道の起債の本格的な償還に合わせて現在積み増しをしております。24年度におきましても１億1,000万を積み増しをしまして、11億575万円ほど、24年度末で積み立てができております。このようなことで、将来に向かって下水道の起債が増えても減債基金、あるいは先ほど申し上げた都支出金等を充当しながら財政運営をしていきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたしたいと思います。以上でございます。

○委員長（師岡　伸公君）　副町長。

○副町長（加藤　一美君）　今、企画財政課長のほうから起債に関する、公債費に関する仕組みをお話しさせていただきましたけれども、単純に申し上げますと、今の事務報告書の39ページに24年度末の起債の残高が27億ということで、これは厳密には、それぞれの起債、いろいろありますけれども、ほとんどが交付税算入を後年されまして、27億のうち町で一般財源で返す額は７億程度になります。それと今、企画財政課長が下水道債の話をしましたけれども、現時点では平成27年度に全ての下水道事業が終わりますけれども、これまでの起債が36億、利息がこれに11億つきます。それに47億の償還をしなければいけませんけれども、60％が後年に交付税算入されますので、実質的には19億円の一般財源でお返しをすればいいということで。これを一般と下水道債を合わせますと、トータルで26億。そして、現在年度末の町の基金の残高が29億ございますので、土地開発基金も含みますけれども、現時点で３億円ですね、基金が上回っておりまして、平成57年度までの下水道債の全額返済までには十分に余裕があります。さらに今後、一般会計から返していっては、子ども支援事業、若者の定住、教育、福祉ができなくなりますので、さらに余裕を持たせて、今後は減債基金をできる限り積み増しをして、さらに安定的な財政運営を行っていきたいということで、現時点では全く、これらの起債の償還に関する心配はございませんので、ご理解をお願い申し上げます。

○委員長（師岡　伸公君）　９番須崎　眞委員。

○９番（須崎　　眞君）　ちょっとお伺いしたいんですけれども、大変下水道事業、関係者の皆さんの努力によりまして順調に進んでいるようでございますけれども、実は停電対策についてちょっとお伺いしたいと思うんですけれども、グラインダーポンプ等、たくさん使っているようでございますので、長時間にわたり停電になったようなときに、どのような対策をお考えになっているか、ちょっとお聞きしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

○委員長（師岡　伸公君）　地域整備課長。

○地域整備課長（川村　文雄君）　９番須崎委員のご質問にお答えさせていただきます。

　マンホールポンプ、グラインダーポンプを数多く、これまで設置しておりまして、停電あるいは故障についての問題ということが懸念されております。特にマンホールポンプにつきましては、相当量の汚水を集めてポンプ圧によって圧送するということでございますので、故障しないよう、あるいは停電しないようにということで考えているところでございますが、まず故障と機械延命につきましては、マンホールポンプにつきましては２台設置してございまして、自動的に交互で運転するようにということで機械の延命も含めて考えているところでございます。

　また、停電対策としましては、東京電力との事前協議によりますと、停電が発生した場合は、その発生した場所の逆側からの逆送電も、今、自動的に行うシステムがあるので、長時間による停電はありませんということでございますが、東京電力からの電力供給がとまった場合の想定としまして、各マンホールに非常用の発電機を設置すればいいところですが、費用も非常にかかるということでございますので、そうもいかないでございますので、現在考えている方法としましては発電機、あるいは発電車などによる外部からの電力を接続できるような設備を設置してございます。

　また、小河内処理区につきましては、自前の処理場を丹波山村と共同で持っている関係がございまして、最悪の場合は丹波山との関係ある部分については丹波山と共同して、あるいは奥多摩町の幹線として奥多摩単独でやる場合がございますが、処理場に発電機、あるいはバキュームカーを用意してございまして、処理場まで輸送できるようなことを考えてございます。

　また、奥多摩処理区につきましては、自前の処理場を持っていません。最終的には昭島市にある東京都下水道局流域下水道本部の施設を利用するような計画になってございます。最上流である奥多摩が、最下流に向けて発電機、あるいは発電車による強制的に汚水を流すことが今のところできませんので、一概には言えませんが、こちらにつきましても発電機、あるいは発電車、バキューム等による対応を考えているところでございます。

　このほか、奥多摩処理区につきましては東京都下水道局との関連もございます。ですから東京都下水道局、あるいは多摩地区の市町村によります下水道関係の団体が所属しています多摩地区適正化委員会というところがございますので、各市町村が協力し合ってバックアップしようという援助体制の構築もできておるところでございます。

　また、参考でございますが、最近の停電事故によります最長停電時間としましては、福島原発事故によります計画停電がございます。このときに全町３時間にわたり停電されましたが、無事に過ごすことができたということもございます。いずれにしても、いつどこで停電あるかもしれませんが、長時間停電の際には、ご利用者皆様のご協力とご理解がなければなりませんと思いますので、これらにつきましては、非常時につきましては防災無線等を通じて利用者皆様のご理解とご協力をお願いするしかないかと思っております。以上でございます。

○委員長（師岡　伸公君）　ほかに質疑ありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（師岡　伸公君）　質疑なしと認めます。以上で、認定第７号の質疑を終結します。

　これより採決します。

　日程第８　認定第７号について、原案のとおり認定することに賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（師岡　伸公君）　起立多数であります。よって、認定第７号は原案のとおり認定すべきものと決定いたしました。

　次に、日程第９　認定第８号　平成24年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計決算の認定についての質疑を、収入支出一括で行います。

質疑のある委員は挙手願います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（師岡　伸公君）　質疑なしと認めます。以上で、認定第８号の質疑を終結します。

　これより採決します。

　日程第９　認定第８号について、原案のとおり認定することに賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（師岡　伸公君）　起立多数であります。よって、認定第８号は原案のとおり認定すべきものと決定いたしました。

　以上で本特別委員会に付託された認定議案の審査は全て終了いたしました。

　これをもって決算特別委員会を閉会します。長時間にわたり大変ご苦労さまでした。

午前10時45分　閉会

奥多摩町議会委員会条例第26条の規定によりここに署名する。

決算特別委員会委員長
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